
質　　問　　内　　容 答　　弁　　要　　旨

プレミアム付商品券発行事業について
①市内の飲食店等における新型コロナウイ
ルスの影響の実態把握は。
②この事業に期待する効果は。
③事業のスケジュールは。
④事務費（委託料）１，９５０万円の積算
根拠は。
⑤商品券の換金タイミングは。

①滋賀県の「事業継続支援金」は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、売上げが大幅に減少した中小企業等の事業者に
対して給付。同支援金の７・８月を対象月とする第２期分の申請状況によると、市内の商工業者数の業種別割合では５番目の９．
６％を占める飲食・宿泊事業者からの申請が、申請者の業種別割合では最も高い１９．３％となっており、飲食・宿泊事業者への
影響が顕著であることを把握。同様に、酒類販売事業者においても、外食需要の停滞により、飲食事業者に酒類を納入されていた
事業者を中心に厳しい経営状況であることを把握。
②新型コロナウイルスの感染拡大により深刻な影響を受けた市内の飲食店舗・宿泊施設を、利用いただくことで、これら事業者の
事業継続と雇用の維持を期待。
③５月中旬から販売を開始し、６月から３～４か月程度の間、商品券をご利用いただけるスケジュールを予定。
④他自治体で同種の業務の受注実績がある事業者等の参考見積に基づき計上。印刷を含む商品券の発行および販売業務等を予定。
店舗募集や換金業務等は職員が直営で実施。
⑤事業者からの換金申請後、速やかに支払手続きを行い、最短で１週間で支払い。商品券の換金事務においても、同様に速やかな
換金をしていく。

キャッシュレスポイント還元事業について
①事業のスケジュールは。
②事務費（委託料）２，２００万円の積算
根拠は。
③ポイント還元の仕組みは。

①ゴールデンウイーク後の６月から１～２か月の間での実施を予定。
②他自治体で同種の業務の受注実績がある事業者等の参考見積に基づき計上。
　委託業務としては、参加店舗募集業務、キャッシュレス決済事業者との調整業務、ホームページ・店舗ポスターなどの広報物制
作を含む広報業務、コールセンター運営業務などを予定。
③市内の中小・小規模企業者の事業参加店舗で支払いをされた際、使用された二次元コード決済事業者のポイントが、最大２５％
分、期間中の合計が最大５，０００円分を上限にポイントが消費者に還元されることを考えている。消費者への還元時期は、二次
元コード決済事業者により異なるが、決済後一定期間を経過した後になることが一般的。このことに係る市内参加店舗の金銭的負
担はなく、ポイントを付与する２次元コード決済事業者に対しては、ポイント還元の実績に基づき、期間終了後に精算し、委託事
業者を通じて支払うことを予定。

甲賀の地酒応援キャンペーン事業について
①新型コロナウイルス感染拡大による市内
の酒蔵の影響の把握は。
②この事業で期待する効果は。
③事業のスケジュールは。

①まん延防止等重点措置、緊急事態措置により、本市の飲食店舗等に対し酒類の提供の停止などの要請は２か月（8～9月）近くに
及んだ。加えて、これまでの２年近くに及ぶ新型コロナウイルス感染拡大の長期化により、特に外食需要が停滞し、飲食事業者に
酒類を納入されていた酒類販売・酒類製造の各事業者の出荷額が大きく減少したことにより、極めて厳しい経営状況であるととも
に、新酒の仕込みを前にしながら、酒蔵では多くの在庫が残っている状況を把握。
②酒の販売店をはじめインターネットなどの通信販売による地酒の消費拡大はもちろんのこと、首都圏での販売促進キャンペーン
も行うことで、地酒を軸とした信楽焼、茶、薬業といった甲賀の地場産品の情報発信によるファン獲得と新規販路の開拓につなが
ることを期待。併せて、まもなく新酒の醸造が始まるが、市内酒類製造事業者が、新しいシーズンに希望をもてる支援策となるよ
う実施していきたい。
③販売キャンペーンについては、３月下旬ころから順次実施。販売促進イベントは、酒類の販売促進イベント等の開催が少なくな
る６月頃に実施予定。

観光応援クーポン券発行事業について
①宿泊者だけに限定した理由は。
②ＬＩＮＥの友だち追加などSNS活用の考え
は。
③ＳＮＳでの情報発信による割引率の割増
の考えは。

①日帰り観光に対しての取り組みの充実を図ることは勿論だが、市内の多くの観光地を巡っていただけるなど、観光消費額がより
大きい宿泊観光の拡大が必要であると考え、対象者を宿泊者に限定。
②ＬＩＮＥなどのＳＮＳ媒体の登録者数を増加させ、観光情報等を発信し、甲賀市ファンを増やす取り組みは非常に有効であると
考えている。事業実施の際にクーポン券やポスター等にＳＮＳの登録のための二次元コードを表記するなど、登録者数の増加に向
けた方策を検討。
③ＳＮＳ発信による更なる割引等については、比較的規模の小さな事業者等においては、まだまだ馴染みが少なく、参加店舗での
レジ業務の煩雑化等の理由から敬遠される場合も想定され、また発信された後の確認をどのように行うのか、割引をどのように実
施するかなど、店舗の負担も大きい。市の確認方法など、多くの課題があることから実施は現段階では困難。
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地域経済好循環創出事業

地域経済好循環創出事業
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質　　問　　内　　容 答　　弁　　要　　旨

会計年度任用職員給与費等の調整、１,７１
０万６千円の減額補正について
どの部局か。理由は。

　パートタイムの事務員については、当初予算で３７人分を計上し、令和３年４月１日時点で２３人を各部局に配置。その後、個
人番号カード交付事業のため５人を追加配置。プレミアム付食事券発行業務のため１月には１名増員する予定。したがって現時点
では２９人分が必要な予算となるが、今後の不測の事態に備え、４人分は減額せず留保し、残りの４人分の１０，３７１千円を減
額。
　健康福祉部は、ワクチン接種業務の増加により看護師等のパートタイム１０人分　３１，１８４千円を増額。
　保育園及び幼稚園は、育児休業者の代替え分として、配置実績によりフルタイム２人分　６，３０４千円を減額。一時預かり保
育事業では、配置実績によりフルタイム８人分の減員と、パートタイム４人分の増員により１１，５００千円を減額。また、幼稚
園において配置実績によりフルタイム１人分を減員し、パートタイム２人分を増員したことにより８６２千円を増額。
　清和会館はフルタイムを１名配置し、３，１３９千円の増額。
　教育委員会では、教科担任制のための小学校教諭フルタイム１名分について、県費での任用となったため２，５５６千円を減額
し、小学校及び少年センターにおいて、３人をパートタイムからフルタイムに任用変更したことにより１，７３８千円を増額し、
あいこうか市民ホールはパートタイムを１名増員したことにより２，２６２千円を増額。
　農村整備課の技術指導員としてパートタイム１名分を計上していたが、任用に至らなかったため、２，６５２千円を減額。
　これらの人員増減にかかる社会保険料や退職手当組合負担金等の共済費として１９，４９８千円を減額。

債務負担行為の補正、職員定年延長対応支
援業務委託にかかる費用２，４２０千円に
ついて
①委託理由と業務内容は。
②積算根拠は。
③業者選定方法は。

①地方公務員法の一部を改正する法律が、令和３年６月１１日に公布され、令和５年４月１日に施行。当該施行日に円滑に制度開
始が行えるよう、早急に準備をする必要がある。改正に伴い、給与に関する措置も定めることとなる。人事・給与制度は国家公務
員の制度を基準として、地方公共団体において検討し、条例で定めることとなる。現時点では、来年の９月定例会での関係条例の
改正を提案する予定だが、人事担当は、本市の実情に合わせて新たな制度の導入を検討することに加えて、今後の人員配置や定員
適正化計画の見直し、採用計画の検討等についても並行して調整する必要があることから、法改正に伴う関係条例や規則等の例規
整備に関する業務を委託しようとするもの。
　委託内容には、例規整備の部分だけではなく、本制度に精通している専門家のサポートや全国の先進事例の提供を受けることが
でき、限られた時間と人員の中で新制度への適正でスムーズな移行のためには、必要な業務委託であると考える。
②業者からの参考見積により積算。
③建設工事等契約審査委員会で決定。

水口子育て支援センター整備事業２６２５
万６千円、水口保健センター整備事業２６
２５万６千円の設計委託費について
①基本設計・実施設計は一体のものとして
設計するのか。積算の根拠は。
②総事業規模は。
③設計にあたって、どういう施設をつくろ
うとしているのか。

①基本設計と実施設計には重複する業務も多く、関連性も高いことから一体のものとして発注する。積算の根拠については、国土
交通省大臣官房官庁営繕部及び地方整備局等営繕部制定の「官庁施設の設計業務等積算基準」（平成３１年１月改訂版）に沿って
積算。
②1階を水口保健センターと水口地域包括支援センター、２階は水口子育て支援センターとして、延床面積はともに９００㎡程度、
合計１，８００㎡程度で木材利用に配慮した２階建ての建築物を考えている。
③水口保健センターは、多目的室を拡張し乳幼児健診、がん検診等を安心して受診できるスペースを確保するほか、プライバシー
に配慮した相談室を設けるなど、利用しやすい施設となるよう整備したいと考えている
　水口子育て支援センターは、９００㎡程度の面積を確保し、和室を含めた、大小３か所のプレイルームや２か所の相談室、授乳
室や離乳食教室などができるキッチン、昼食などがとれるカフェスペースの他、雨天や寒い時期でものびのび遊べるようなテラス
など、広く開放的な空間で、子育て世代がほっと一息つけるような施設を考えている。利用者の意見や要望を参考にしながら取り
組んでいく。
　一体的施設とすることにより、保健師や保育士等の専門職が連携しつつ、妊娠から出産、子育て期まで切れ目のない、速やかな
支援が実施できると考えており、既に水口町以外の４町では、同一施設内で、連携して運営を行っている。

文化施設維持補修事業１，３５０万円につ
いて
碧水ホール施設補修の内容、甲南情報交流
センター設備修繕工事の内容は。

　碧水ホールは経年劣化による老朽化が進み、ホールのフロアについては、建設当初から補修を行っておらず、損傷も著しいこと
から今回張替えを行うもの。また、令和４年度に福祉ホールの改修工事を行う予定であり、令和４年４月からホールの利用ができ
なくなることとなった。改修後の社会福祉センターには、大会議室が設けられ従来の福祉ホールの代替となりますが、面積が従来
のホール面積より狭くなることから、大会議室は完全な代替となり得ないケースが発生することが見込まれる。こうしたニーズに
補完的に応えるため、碧水ホールにその代替機能を持たせるという背景もあり、できるだけ早期に利用できるよう、今年度中に改
修を行いたい。
　甲南情報交流センター多目的ホールについては、本年度、ワクチン接種会場として活用していたが、夏場に、ワクチン接種者等
から空調の効き具合について指摘を受け、調査した結果、ホールの天井部に配管されたダクトで、空気を混合したり、空気の流れ
を整えるチャンバーボックスと呼ばれるものが長期間の利用により破損していることが原因とわかった。この多目的ホールは、来
年６月５日に開催される全国植樹祭のサテライト会場となることが決定しており、チャンバーボックスは大型で受注による生産と
なり、その交換修繕に２か月程度の時間を要し、来年度の当初予算計上では植樹祭に間に合わないことから、今回の１２月補正で
対応し工事を実施したい。

職員定年延長対応支援業務委託

文化施設維持補修事業

水口子育て支援センター整備事
業・水口保健センター整備事業

会計年度任用職員給与費等の調
整

事業名・テーマ

 その他の事業
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